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実験の概要(*3)： 

ずり流動下におけるイミダゾール系イオン液体のもつ層構造を調べた。実験は、レオメータをサンプ

ル用セルとし、ずり流動速度を制御して粘弾性を測定しながら小角中性子散乱により行った。実験の

結果、流動速度の増大に伴って見かけの粘性の減少が観測されたものの、層構造の大きな変化は観測

されていない。今後は層構造に対する詳細な解析を行い、その機構を検討する。 
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２ヶ月以内に物性研 ISSP-NSL Database (http://quasi.issp.u-tokyo.ac.jp/db/index.php)から activity 
report の提出をお願い致します。 


